
 

参考資料  

■ 施設の現状 

スポーツ施設のうち市営プールは、現在３施設あります。伊勢崎市民プールは、地下水

脈の影響で５０メートル槽プール底の亀裂等が年々激しくなっていることや管理棟の耐震

性能が低いこと等により、令和２年度から休止しています。   

あずまウォーターランドは、通年利用できる屋内温水プールを中心に、ウォータースラ

イダーや、トレーニング室を併設しており、比較的高齢者の利用が多い施設です。境プー

ルは、屋外施設で夏期のみの利用となり、流水プールやスライダーなど、家族や友人とレ

ジャー目的での利用が多くなっています。 

利用者数については、あずまウォーターランドと境プールがほぼ横ばいとなり、伊勢崎

市民プールは減少傾向にあります。 
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（平成25～令和元

年度）

50ｍ槽改修工事

流水プール濾過配管修繕

濾過ポンプ交換外修繕

流水プールポンプ交換工事

券売機交換

パネルラジエーター交換工事

ろ過装置内部配管修繕

温水ボイラー交換工事

ろ過ポンプ交換工事

ろ過材交換外修繕工事

屋上防水改修工事

パネルヒーター交換工事

スライダー階段及び

プールサイド改修工事

管理棟屋上防水修繕

プールサイド補修修繕

昭和46年度

（築48年）

平成10年度

（築21年）

昭和57年度

（築38年）

主な設備

50mプール

25mプール

流水プール

幼児用プール

スライダープール 

スライダー

幼児用スライダー

25mプール

幼児用プール

着水プール

屋外プール

スライダー

トレーニング室

流水プール

幼児用プール

スライダー

伊勢崎市民プール（夏期） あずまウォーターランド（通年） 境プール（夏期）

堤西町114 田部井町三丁目340 境下武士853-3



 

■ コスト計算 

伊勢崎市民プールは、施設の老朽化等の理由により、廃止が決定されています。各施設の

コスト比較は、下記のとおりとなりますが、廃止となる伊勢崎市民プールの管理運営委託

料等の削減経費を他２施設の設備更新や修繕等に充てることで、効率的な施設運営と質の

高いサービスを提供することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

2施設体制※2

あずまウォーターランド

境プール

7,782㎡ 8,224㎡ 5,500㎡ 21,506㎡ 13,724㎡

一般220円高校生以下100円

※６５歳以上の人、就学前の

乳幼児、身体障害者手帳・療

育手帳・精神障害者保健福祉

手帳をお持ちの人は無料

一般320円高校生以下150円

※６５歳以上の人、就学前の

乳幼児、身体障害者手帳・療

育手帳・精神障害者保健福祉

手帳をお持ちの人は無料

一般220円高校生以下100円

※６５歳以上の人、就学前の

乳幼児、身体障害者手帳・療

育手帳・精神障害者保健福祉

手帳をお持ちの人は無料

24,541 50,839 16,130 91,510 66,969

物にかかるコスト 215 22,704 1,420 24,339 24,124

収益d 103 245 144 492 389

c-d 24,653 73,298 17,406 115,357 90,704

25,307人 75,144人 16,388人 116,839人 91,532人

974円 975円 1,062円 987円 991円

※「物にかかるコスト」は減

価償却費となっている

※「物にかかるコスト」は減

価償却費及びトレーニング機

器の費用となっている

※「物にかかるコスト」は減

価償却費となっている

※2 費用、収益、利用人数について、現状と変わらないと仮定して試算しております。
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管理運営委託料

施設に係る収益※1

純行政コスト（年間）

延床面積

市民プール

（夏季のみ）

あずまウォーターランド

（通年）

境プール

（夏季のみ）

※  境プールは、個別施設計画上、令和７年～１１年の間に管理棟及び屋外トイレの改修工事を予定しています。

年間利用人数

利用者一人当たりコスト（円）

備考

※1 収益には、施設の利用料は含んでおりません。

※  市民プールは、管理棟の耐震性能が低いことや地下水脈の影響で50ｍ槽プール底の亀裂等が年々激しくなっていること等により、令和２年度から休止しています。

※  あずまウォーターランドは、個別施設計画上、令和１２年～２７年の間に大規模改修（長寿命化）を予定しています。



 

■ 市民アンケート結果 

設問：市営プールは各地区（合併前の旧市町村※赤堀地区は除く）にあります。建替

え等に要する膨大な更新費用や将来の利用者数の減少などを考慮した場合、あな

たはこれらの施設を統廃合や複合化により適正配置へ見直しを図ることについて、

どのようにお考えですか。 の設問に対し 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

 となっています。 

 

 

                                

 ウ 利用者が限定的または減少傾向、もし

くは、老朽化が進んでいる施設は、廃止

や統合により他用途の有効活用を検討

するべき    ５２１人 ５２% 

ア 大規模改修や建替えが進まなくて

も、現在のまま、全ての施設を残して

欲しい     １０５人 １１% エ その他   ８８人 ９% 

イ 利用料金を徴収、もしくは利用金

額が上がってでも、大規模改修や建

替えを行い、全ての施設を残して欲

しい     ２７８人 ２８% 

オ 回答なし   １４人 １% 


